
岡山県古代吉備文化財センター

第55号　平成25年9月〈年2回 3月・9月発行〉

55
September 2013
Okayama Prefectural Ancient Kibi

Cultural Properties Center

-  1  -

刑
おし

部
かべ

遺跡 総社市刑部

　岡山県古代吉備文化財センターでは、一般国道180号（総社・一宮バイパス、以下「180号バイパス」）
改築工事に先立つ発掘調査を今年度から再開しました。これまでの180号バイパス建設に伴う発掘調
査では、弥生時代から中近世にかけての集落（南溝手遺跡・窪木遺跡など）や戦国武将の居館（総社
遺跡）などを調査し、貴重な成果をあげてきました。今回の調査対象は、それらの遺跡よりさらに西
側に位置しますが、今までこの地域ではあまり発掘調査が実施されていないことから、この地域の歴
史像の解明に期待がかかります。
　最初に着手したのは刑部遺跡です。刑部遺跡は今まで知られていませんでしたが、平成23年に行わ
れた試掘調査で新たに発見されました。遺跡は総社市街地の北部に広がる平野部にあり、４月からの
調査で、県道総社足守線に隣接する部分を中心に、弥生時代から古墳時代にかけての集落跡を発見し
ました。本号では、これまでに分かった成果を紹介したいと思います。

国道180号改築に伴う発掘調査再開！

刑部遺跡と180号バイパス計画路線（西から）

県道総社足守線
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方形の竪穴住居（古墳時代） 現地公開（６月13日開催）

円形の竪穴住居（弥生時代後期）

　刑部遺跡に人々が暮らし始めたのは
弥生時代中期と考えられ、発掘調査に
より当時の人々の住居跡（竪穴住居２
軒）などが見つかっています。
　弥生時代後期になると竪穴住居など
の遺構や遺物も増えてくることから、
集落の規模は大きくなっていったよう
です。７月までの調査で、弥生時代後
期の竪穴住居11軒、掘立柱建物３棟な
どが見つかりました。その中で直径�
８ｍ以上を測る円形の竪穴住居（写真
上）は、今回調査した住居の中では�
最大規模となります。柱を据えた穴に
は掘り直しの痕跡が見られ、最初は�
７本柱であったのが、改修により８本
柱になったことが分かりました。この
住居が建て替えをへて、長い間利用�
された様子がうかがえます。住居内からは丁寧につくられた土器やガラス製小玉などの装飾品が出土
しました。住居の規模や出土遺物から、このムラの有力者が居住していたことが推測できます。
　古墳時代においても引き続き集落が営まれました。弥生時代の竪穴住居の平面は円形をしています
が、古墳時代になると方形にかわっていきます。竪穴住居には、後世の削平をうけ残存状態がよくな
いものもありましたが、中には深さが50㎝もある非常に残りのよい住居もありました（写真左下）。
この竪穴住居は、古墳時代前期から中期にかけてのものと考えられ、高杯やこの時代によく見られる
底の丸い小型の壺が多く出土しました。また、鉄製品（鎌、刀子など）も出土しました。特に鎌は先
がくちばしのように折れ曲がっており、朝鮮半島にルーツが求められます。当時としては最新の道具
で、刑部遺跡の性格を物語る貴重な遺物といえます。
　このように、今までよく分かっていなかったこの地域の歴史が少しずつ明らかになってきました。
これらの成果は、６月13日に開催した現地公開でも公開し、当日は120名の方々に発掘現場を見てい
ただきました。当センターでは、引き続き調査成果について、現地説明会やホームページなどで随時
公開したいと思いますので、今後の調査にご期待ください。
� （金田善敬）
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古墳時代中期の古墳群

弥生時代中期の焼失住居

周溝内で見つかった供献土器

古墳時代前期の円墳

　今年度も引き続き、美作岡山道路が中国自動車道に接続する勝央ジャンクション建設予定地の調査
を行いました。鍛冶屋逧Ａ古墳群は、前号で紹介した鍛冶屋逧Ｂ古墳群の南側で、中国道を挟んだ丘
陵上にあります。西斜面で弥生時代中期の集落、尾根筋で古墳時代前期と中期の古墳を調査しました。
　弥生集落では、円形の竪穴住居１軒と方形の竪穴住居３軒、段状遺構などが連なって見つかりまし
た。このうち、直径6.5ｍを測る円形の竪穴住居は、ドーナツ状の焼土と放射状の炭化材が残るいわ
ゆる焼失住居でした。柱穴や壁体溝などは重複があり、建て替えがあったと思われます。方形の竪穴
住居は最大のもので１辺４ｍほど、柱穴は見つからず、焼土面と土器が残されていました。美作地方
の他の調査例から考えると、１つの集団が弥生時代中期の短期間に居住した集落のようです。
　古墳群は、調査前に２基の古墳を確認していましたが、今回の調査で新たに４基の古墳が見つかり、
方墳１基、円墳５基の合計６基となりました。最も古い１基は、古墳時代前期にさかのぼる直径11ｍ
の円墳で、副葬品はありませんが周溝から土師器が出土しました。その他は古墳時代中期に築かれた
直径あるいは１辺が10ｍほどの古墳で、木棺直葬の主体部には鉄剣や鉄鏃が副葬されていました。ま
た、周溝から須恵器と土師器を集めた供献土器や、鋤先などの鉄器が見つかりました。これらのこと
から鍛冶屋逧Ａ古墳群は、Ｂ古墳群に先行する前期から中期にかけて築造された古墳群であることが
分かりました。� （氏平昭則）

弥生集落と古墳群の調査
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Ａ古墳群ほか 美作市中尾
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　４月から６月にかけて岡山・玉野・倉敷市内を中心に合計23校の小・中学生1,860名が、センター
や津島遺跡の見学に訪れました。真剣に説明を聞いてメモをとる姿が見受けられました。

　７月27日（土）古代吉備文化財センターにおいて、第１回やよい体験教室「草木染めに挑戦！」を
開催しました。当日は小学１～６年生の児童とその保護者22名が参加されました。
　草木染めに挑戦をする前に、まず弥生時代の布についてお話を聞いていただきました。その後、草
木染めの方法について説明を受け、いざ挑戦。最初のハンカチに模様をつける「絞り」の工程で少し
苦戦しましたが、その後の工程はスムーズに進行しました。最後に自分でつけた「絞り」を外すと、
皆さん「わあ、きれい！」「かわいくできた」など、口々に感想を述べておられました。
　夏休みの思い出と笑顔と一緒に、世界に１つだけのハンカチをお土産にしていただきました。

センターと津島遺跡の見学

第１回やよい体験教室～草木染めに挑戦！～

古代吉備文化財センターの見学

展示室

ミュージアム

弥生の布について勉強中

実測室

復元された弥生時代の水田

草木染めに挑戦！

復元室

復元された竪穴住居

オリジナルハンカチの完成

津島遺跡（津島やよい広場）と遺跡 & スポーツミュージアムの見学



第 55 号
-  5  -

　８月３・４日（土・日）に１・２ページで紹介した刑部遺跡において、「夏休み企画☆ドキドキ発
掘体験！ 」を実施しました。両日合わせて33名の小学５・６年生とその保護者が参加しました。は
じめに刑部遺跡と出土品について説明を聞いた後、いよいよ発掘体験です。弥生時代から古墳時代の
溝や竪穴住居の中からたくさんの土器片を掘り出しました。めずらしい石の矢じりを発見した家族も
おられました。土器洗い体験では、掘り出されたばかりの土が付いた土器を水洗いしました。傷を付
けないようにやさしくブラシでこすって土を落とすと模様が見つかることもありました。発掘体験を
通して、大むかしの遺跡を身近に感じてくれたでしょうか。夏休みの楽しい思い出になってくれてい
るといいな。

　８月27日（火）から29日（木）の３日間、津島遺跡ボランティアの皆さんと協力して、岡山県生涯
学習センター交流棟１階で「夏休み企画第２弾☆ワクワク体験－土器にふれよう！」を開催しました。
県内の発掘調査で出土したさまざまな土器に触りながら、また遺跡地図を使って遺跡を調べることで
岡山の歴史を身近に感じていただこうという企画でした。他にもいろいろな時代の焼物や「弥生人の
食事」に関する展示、発掘調査を行ったことがある生涯学習センター近くの津島遺跡や伊福定国前遺
跡の紹介などを行いました。
　565名の方に訪れていただき、少しでも岡山の歴史を感じ、また身近に遺跡があることを知ってい
ただけた３日間となりました。

夏休み企画☆ドキドキ発掘体験！

夏休み企画第２弾☆ワクワク体験－土器にふれよう！

なにがでるかな？ 土器洗いの様子

遺跡調べコーナー展示・土器復元コーナー
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　９月７日（土）に県立博物館において開催し、例
年より多くの遺跡について報告が行われました。約
110名を数えた参加者の皆さんは、最新の発掘調査
成果を熱心に聞き、メモをとる姿も見られました。
　また報告展として９月５日（木）から10月６日（日）
までの期間、報告遺跡から出土した遺物の展示を県
立博物館で行いました。

　センターの展示室では、年３回の企画展を予定しています。今年度は、企画展１で美作国建国1300
年記念事業の一環として「美作国の道と交流」を開催しました。企画展２は「紡

ぼう

織
しょく

の考古学－糸を
紡ぎ 布を織る－」と題して、弥生時代から古墳時代にかけての布に焦点を当てた展示を現在行って
います。企画展３では最近刊行された報告書を取り上げて展示をする予定にしています。ぜひ、お越
しください。

大地からの便り2013　－県内の発掘調査報告会

展示室から　－平成25年度の企画展示－

報告会の様子

< 報告・展示の遺跡 >
①辺谷・成ル遺跡（赤磐市）　　　県古代吉備文化財センター
②黒岩遺跡（津山市）　　　　　　津山市教育委員会
③狩谷遺跡（総社市）　　　　　　総社市教育委員会
④鍵谷遺跡・上相遺跡（美作市ほか）　県古代吉備文化財センター
⑤備前国分寺跡（赤磐市）　　　　赤磐市教育委員会
⑥津山城跡（津山市）　　　　　　津山市教育委員会
⑦岡山後楽園御舟入跡（岡山市）　県古代吉備文化財センター報告展の様子

企画展２の様子

企画展１　「美作国の道と交流」
　展示期間　　４月23日（火）～８月18日（日）
　展 示 品　　須恵器・土師器・焼塩土器・瓦・鉄鉱石・鉄

てっ

滓
さい

企画展２　「紡織の考古学－糸を紡ぎ 布を織る－」
　展示期間　　８月20日（火）～12月25日（水）
　展 示 品　　紡錘車・木製品・鏡・鉄製品など
企画展３　「最近刊行された発掘調査報告書から」（仮）
　展示期間　　１月７日（火）～４月20日（日）
　展 示 品　　土師器・須恵器・金属製品ほか
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「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」２３６『史跡 鬼城山２』（総社市）
　７世紀に築造されたと考えられる古代山城、鬼城山（鬼ノ城）。土器溜まりから須恵器・土師器がまとまって出
土。山岳寺院・鍛冶工房・堰堤（土手状遺構）等、城内利用の変遷が明らかとなった。

「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」２３７『宮原遺跡・奈良井古墳・奈良井遺跡』（浅口市）
　宮原遺跡では縄文時代後期の河道を確認。奈良井古墳は横穴式石室をもつ。奈良井遺跡では７世紀代の須恵器
片が多数出土し、焼け歪みや溶着した破片から付近に窯跡の存在が推測される。

「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」２３８『特別名勝 岡山後楽園・史跡 岡山城跡』（岡山市）
　岡山後楽園は江戸時代に築庭された大名庭園である。岡山藩主専用の舟着き場、御舟入跡において、護岸石垣・
雁木・通路等の構造が明らかとなった。大名庭園の玄関口にふさわしい格式を備えている。

最近刊行された報告書　（平成25年１・３月発行分）

センター収蔵品紹介 VOL.14 ―倉敷市　阿
あ

津
つ

走
はしり

出
で

遺跡出土の土製品―

　焦げ茶色をして丸みをおびた長方形の土製品は、縄文時代の終わり頃（後～晩期）に使われてい
たものです。
　長さ85㎜、幅42㎜、厚さ20㎜の断面楕円形で、一部欠けていますが重さは約80ｇあります。外面
には直径２㎜ほどの丸い棒を使って線を引きながら棒を押しつけて文様を描いています。片面は蝶
のような形で、もう片面は中心線を挟んで「コ」の字を組み合わせた文様です。
　この土製品は、形と文様が東北地方の縄文遺跡を中心に出土する板状の土

ど

版
ばん

に似ていますが、棒
状で長軸方向に紐を通す直径５㎜の穴が貫通しているところが異なります。「コ」の字状組み合わ
せ文様がかなりすり減っていることから想像すると、こちらが体に接する裏面で、日常的に身に付
ける装身具（垂

たれかざり

飾）と考えてよさそうです。
　縄文時代の装身具は、岡山県内の沿岸部をはじめとして、西日本の縄文遺跡でも広く出土します。
その種類は多様で、漆を塗った木製の櫛、ヒスイや滑石などの石製の玉類・耳飾り、貝製（イモガイ・
イタボガキなど）の腕輪・垂飾、動物（シカ・イノシシ・エイ・サメなど）の骨・角・歯・牙製の垂飾・
腰飾りなどがあります。土製品でも、耳飾りや土器の文様部分の破片を加工した垂飾などが出土し
ています。しかし、阿津走出遺跡のように、初めから垂飾として作られたものは西日本では珍しく
ほとんど例がありません。
　阿津走出遺跡で暮らしていた人たちは、ほかの地域の縄文人以上にとてもおしゃれな装いをして
いたのかもしれません。� （杉山一雄）

表 裏
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所長　　次長　　総　務　課　　総務班　施設維持・管理、庶務、会計

　　　　参事　　調査第一課　　第一班　普及啓発、収蔵管理、市町村指導、県内遺跡確認調査

　　　　　　　　　　　　　　　第二班　普及啓発、収蔵管理、市町村指導、県内遺跡確認調査

　　　　　　　　調査第二課　　第一班　岡山県中世城館跡総合調査

　　　　　　　　　　　　　　　第二班　一般国道374号（美作岡山道路）道路改築【鍛冶屋逧A古墳群ほか】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜発掘調査・報告書作成＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経営体育成基盤整備事業【水口・成ル遺跡ほか】＜報告書作成＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県営住宅原尾島団地第３次建設工事【百間川原尾島遺跡】＜発掘調査・報告書作成＞

　　　　　　　　調査第三課　　第一班　一般国道180号（総社・一宮バイパス）改築工事【刑部遺跡】＜発掘調査＞

　　　　　　　　　　　　　　　第二班　一般国道180号（総社・一宮バイパス）改築工事【刑部遺跡】＜発掘調査＞

平成25年度の組織と業務

＜職　員＞
　所　　長　　　　　　平井　泰男
　次　　長　　　　　　大崎　智浩
　（総務課長事務取扱）
　参　　事　　　　　　光永　真一
　（文化財保護担当）
　総括参事　　　　　　島崎　　東
　（調査第一課長事務取扱）

総務課
総務班
　総括主幹（班長）　 　岡部　　一
　主　　任　　　　　　宮岡　佳子
　主　　任　　　　　　岡村　涼平
　主　　事　　　　　　武井　淳子
　主　　事　　　　　　尾川　華子
　臨時職員　　　　　　岡　　伸美

調査第一課
第一班
　総括副参事（班長）　 柴田　英樹
　主　　任　　　　　　松尾　佳子
　主　　任　　　　　　石田　爲成
　　　　　　　　　（文化財課本務）
第二班
　総括主幹（班長）　 　物部　茂樹
　主事（笠岡市研修生）山本　原也
　臨時職員　　　　　　苔口　　勉

調査第二課
　課　　長　　　　　　亀山　行雄
第一班
　総括副参事（班長） 　澤山　孝之
　主　　任　　　　　　小嶋　善邦
　主　　任　　　　　　河合　　忍

第二班
　総括主幹（班長）　 　氏平　昭則
　主　　任　　　　　　杉山　一雄

調査第三課
　課　　長　　　　　　弘田　和司
第一班
　総括主幹（班長）　 　渡邉恵里子
　主　　任　　　　　　小林　利晴
　主　　事　　　　　　井田　　智
第二班　
　総括主幹（班長）　 　金田　善敬
　主　　任　　　　　　團　　奈歩
　主　　任　　　　　　上栫　　武

メールマガジン「大地からの便り」読者募集中！

古紙配合率100％、白色度70％の
再生紙を使用しています

ひろげよう あふれる笑顔と 思いやり

編集・発行

岡山県古代吉備文化財センター
所在地　〒701－0136　岡山市北区西花尻1325－3
　　　　TEL（086）293－3211　 FAX（086）293－0142
　　　　http://www.pref.okayama.jp/kyoiku/kodai/kodaik.htm
◉交 通 案 内　JR 山陽本線庭瀬駅下車徒歩40分
　　　　　　　　JR 吉備線吉備津駅下車徒歩25分
◉業 務 時 間　AM8:30～ PM5:15
◉休　 業　 日　土・日曜日及び祝日、年末・年始
◉展示室の開館　AM9:00～ PM5:00
　　　　　　　　 年末年始を除き、土・日・祝日も開館しています。

ただし、臨時に休館することがあります。


